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居住地周辺の⾝近な森林と
住⺠の意識

北海道⽀所 北⽅林管理研究グループ ⾼橋 正義
 
  都市部やその近郊にある森林は，暑さ寒さを和ら
げたり，遊びやレクリエーションの場となるなど都市
住⺠の⽣活環境を快適にしてくれる役割を果たしてい
る。しかし，このような森林は都市化に伴って住宅や
⼯業⽤地などへ開発・転⽤され，減少しつつある。ま
た，残された森林も，落ち葉や薪炭などの需要が激減
したことによって利⽤価値を失い，管理放棄されてい
るものが多いことから，都市部やその近郊にある森林
は，地域における社会的要望に応え，森林の持つ多⾯
的機能が発揮されるように配置し，保全，管理すべき
である。そこで，居住地周辺の森林に対する住⺠の意
識と居住地周辺の森林の分布⾯積との関係について解
析した。
  ある程度森林が残されているが都市化の進む埼⽟
県所沢市の住⺠２，０００⼈を対象に，住⺠の森林に
対する意識に関するアンケート調査を郵送法によって
⾏い，７２９⼈から回答を得た。住⺠が⾝近に感じる
範囲は徒歩で５分以内とする回答が最も多く，時間が
⻑くなるに従って減少する傾向が⾒られた。また，９
割以上（９４．９％）が３０分以内と回答していた
（図１）。歩⾏速度を４ｋｍ/ｈと仮定すると，⾝近
に感じられる範囲は最⼤でも半径２ｋｍ程度であると
考えられた。さらに，回答が得られた住⺠⼀⼈ひとり
について，その住⺠が回答した範囲内に実存する森林
の量を⼟地利⽤図を使って把握し，住⺠の回答と⽐較
した。「まったくない」と答えた住⺠は，森林の少な
い環境に居住していた。「あまりない」，「ある」と
なるにつれて実在する森林の量も増え，「たくさんあ
る」と答えた住⺠が最も森林の多い環境に居住してい
るという結果が得られた（図２）。
  以上のことから，住⺠にとって⾝近な森林とは，
居住地からおおむね半径２ｋｍの範囲内にある森林で
あり，住⺠の森林の量に対する意識は実在する森林の
量を反映していることが明らかになった。

図１． ⾝近に感じる範囲に関する回答

図２． ⾝近に感じる範囲内の森林の量に関する回答
と現実の森林⾯積割合
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